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写真：金子政則町長、三宅和行議員、加藤良治議長

令和５年１月２７日（金）岐阜県庁新庁舎の視察に行ってきました。
視察後、学校の跡地利用について岐阜県教育委員会と意見交換会を行いました。

行政棟 1 階 ホワイエに展示されているモチーフの説明を受けている様子
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令和５年１月 27日（金）に岐阜県庁の新庁舎視察と岐阜県
教育委員会との学校跡地の活用について意見交換会を行いま
した。

加藤議長 �
　岐阜県庁が今回新築されたことから、施設の視察を行いました。より機能が強化されたとともに、地産建
材や美濃和紙など岐阜県産の材料が随所に使用されていました。アンテナショップや議会親子傍聴室など新
たな試みもあり、大変参考となりました。岐阜県教育委員会との意見交換会では、統合の対象とする校舎の
基準や跡地の未活用を解消するためのアプローチと主な要因などについて質問や意見交換を行いました。

岐阜県庁新庁舎の視察の様子

意見交換会の様子
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議決結果：◎…可決、同意、採択　✕…否決、不同意、不採択
賛否状況：○…賛成　✕…反対　ー…議長は採決に加わらない

結
　
　
　
果

安　
藤　
峰　
行

赤　
塚　
孝　
博

後　
藤　
香
代
里

後　
藤　
一　
夫

長
谷
川　
泰　
幸

林　
　
　
俊　
宏

舘　
林　
久　
宜

加　
藤　
良　
治

山　
田　
　
　
勉

三　
宅　
和　
行

主な内容

議案番号 議　　案　　名

議案第５０号 八百津町職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 国家公務員の給与勧告に伴い、八百津町職員の一般職職員

等の給与改定を行うため、条例の一部を改正するもの。

議案第５１号
八百津町議会議員の議員報酬、費用弁償
及び期末手当に関する条例の一部を改正
する条例について

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 国家公務員の給与勧告に伴い、八百津町議会議員の期末手
当改正を行うため、条例の一部を改正するもの。

議案第５２号 八百津町長等の給与に関する条例の一
部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 国家公務員の給与勧告に伴い、八百津町長等の期末手当改

正を行うため、条例の一部を改正するもの。

議案第５３号
八百津町教育長の給与、勤務時間、休暇
等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 国家公務員の給与勧告に伴い、八百津教育長の期末手当改
正を行うため、条例の一部を改正するもの。

議案第５４号 令和４年度八百津町一般会計補正予算
（第４号） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 歳出１１８６万９０００円を増額し、予算総額を

６３億３２１６万９０００円とする。

●岐阜県笠松町議会
【出　席　者】　笠松町議会　議会報委員会５名・八百津町議会　議会だより編集委員会４名
【視察の日時】　令和４年 10月３日（月）午後１時 30分～午後３時 00分
【視察の目的】　議会の動画配信等について
　当日は、町のケーブルテレビを活用した一般質問の生中継と録画放送、
ユーチューブによる動画配信までの経緯や必要経費等について説明しまし
た。笠松町議会議員からは、動画の著作権や経費、ユーチューブによる配
信後の反応などについて質問があり、活発な意見交換が行われました。

●北海道登別市議会
【出　席　者】　�登別市議会 市政クラブ 21  ５名　 八百津町議会  ４名　 執行部 副町長ほか職員  ４名
【視察の日時】　令和４年 11月 16日（水）午前 10時 00分～午前 11時 30分
【視察の目的】　（１）八百津町の観光施策について
　　　　　　　（２）新旅足橋における事故防止について
　当日は、町の担当課長から観光施策及び事故防止対策の現状を説明しま
した。登別市議会では観光産業としてバンジージャンプの導入を検討して
いるとのことで、バンジージャンプの導入の経緯や橋での事故対策の取組
みなどについて質問があり、活発な意見交換が行われました。

視察に来町されました。

1111月 月 臨時会臨時会
●八百津町職員の給与に関する条例の一部を�
� 改正する条例ほか３件の条例改正を可決　　　 　
●令和４年度八百津町一般会計補正予算（第 4号）１件を可決
令和４年第６回臨時会は、去る 11月 30日に招集され、１日間の会期で開かれました。
本会議では、金子町長から行政報告と提案説明があり、続いて、執行部から提出議案５件について議案�
説明が行われ、総務民生常任委員会に議案の審査を付託しました。採決の結果、原案のとおり可決し、�
今臨時会を閉会しました。
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1212月 月 定例会定例会
●八百津町個人情報保護法施行条例の制定�
 � ほか条例関係６件を可決
●令和４年度八百津町一般会計補正予算（第５号）�
� ほか予算関係３件を可決
●美濃加茂市と八百津町の定住自立圏�
� 形成協定を変更することについてを可決
●岐阜県後期高齢者医療�
� 広域連合議会議員の選挙を実施

令和４年第７回定例会は、去る 12 月９日に
招集され、16日までの８日間の会期で開かれま
した。
本会議初日には、金子町長から行政報告と提

案説明があり、続いて、執行部から提出議案 12
件について議案説明が行われ、各常任委員会に
議案の審査を付託しました。続いて、岐阜県後
期高齢者医療広域連合議会議員２名の選挙を指
名推選で行い、同連合規約第８条第１項議員を
纐纈幸美副町長に、第８条第２項第２号議員を
加藤良治議長に決定し散会しました。
本議会最終日の 16 日には、７名の議員が�

一般質問を行いました。この様子はＣＣネット
により生中継と録画放送されました。その後、
各常任委員会委員長から付託された案件につい
ての審査の経過及び結果の報告があり、採決の
結果、全議案を原案のとおり可決し、今定例会
を閉会しました。
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〇〇××□□
個人番号
カード

電子証明書
の有効期限

マイナンバーカード
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12月定例会　議案等の審議結果12月定例会　議案等の審議結果　　　　　　　　　　　　　 全会一致で承認·可決された議案

議決結果：◎…可決、同意、採択　✕…否決、不同意、不採択
賛否状況：○…賛成　✕…反対　ー…議長は採決に加わらない

結
　
　
　
果
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行
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主な内容

議案番号 議　　案　　名

議案第５５号 八百津町個人情報保護法施行条例の
制定について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行により個人情報の保護に関する法律の一部が改
正されたことに伴い、八百津町個人情報保護条例を廃止し、
同法を施行するために必要な事項を定めるため、条例を制
定するもの。

議案第５６号 八百津町情報公開及び個人情報保護
審査会条例の制定について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行により個人情報の保護に関する法律の一部が改
正されたことに伴い、八百津町情報公開及び個人情報保護
審査会の設置に関し、必要な事項を定めるため、条例を制
定するもの。

議案第５７号 八百津町情報公開条例等の一部を
改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行により個人情報の保護に関する法律の一部が改
正されたことに伴い、所要の改正を行うため、条例の一部
を改正するもの。

議案第５８号 八百津町職員の定年等に関する条例
の一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

地方公務員法等の改正に伴い、職員の定年を引き上げると
ともに、管理監督職勤務上限年齢制及び定年前再任用短時
間勤務制を創設するほか、所要の改正を行う必要があるた
め、条例の一部を改正するもの。

議案第５９号
地方公務員法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定について

◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇
地方公務員法の一部改正等に伴い、職員の定年引上げ等に
係る関係条例の整備等を行うため、条例の一部を改正する
もの。

議案第６０号 八百津町福祉医療費助成に関する
条例の一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

八百津町福祉医療助成制度において、乳幼児等の対象年齢
を拡大することにより、制度の充実を図るため、条例の一
部を改正するもの。

議案第６１号 八百津町いじめ防止対策推進条例の
制定について ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

いじめ防止対策推進法に基づき、いじめの防止等の対策に
ついて基本理念を定め、町の施策に関する基本的な事項を
定めることにより、いじめをなくし、子どもたちが安心し
て生活し、健やかに成長することができる環境を整えるた
め、条例を制定するもの。

議案第６２号 令和４年度八百津町一般会計補正
予算（第５号） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 １億２６９万９０００円を増額し、

予算総額を６４億３４８６万８０００円とする。

議案第６３号 令和４年度八百津町国民健康保険
特別会計補正予算（第２号） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 増減なしとし、

予算総額を１４億４０９万５０００円とする。

議案第６４号 令和４年度八百津町水道事業会計
補正予算（第１号） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 収益的支出に６０６万５０００円を増額し、

総額を４億７８３万６０００円とする。

議案第６５号 令和４年度八百津町下水道事業会計
補正予算（第１号） ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 収益的支出に２００万円を増額し、

総額を４億２２８９万９０００円とする。

議案第６６号 美濃加茂市と八百津町の定住自立圏
形成協定を変更することについて ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇

美濃加茂市と八百津町の定住自立圏の形成に関する協定に
ついて、新たに連携を図る取組みに、地域公共交通を追加
するため、協定の一部を変更するもの。

選第１号 岐阜県後期高齢者医療広域連合議会
議員の選挙 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 岐阜県後期高齢者医療広域連合規約の規定による選挙。

ピックアップ

八百津町議会次回の定例会は

2 月 28 日（火） 
開会の予定です

一般質問の様子はCCNet　地デジ 12ch�
で生中継 · 録画放送されます

詳細は議会事務局までお問い合わせください�

☎４３-２１１１( 内線２３０２)
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一 般 質 問 〜 主な質問と答弁の趣旨 〜

質　 問 　者 質　　　　問　　　　事　　　　項

後　藤　香代里 子どもたちにとっての第三者の居場所について

後　藤　一　夫 小中学校の学校給食の実情と今後について

赤　塚　孝　博 男性用トイレ個室にサニタリーボックス（汚物入れ）の設置について

林　　　俊　宏 老朽危険空家等除却事業補助金制度について

舘　林　久　宜 インクルーシブ教育の推進について

安　藤　峰　行
Jアラートの認識と対応について

高校生の自転車通学の安全対策について

山　田　　　勉 杉原千畝氏の人道精神を核とする人権教育の今後の継承について
一般質問と答弁は、質問議員本人の文責です。

本会議（一般質問）の録画映像 「YouTube 八百津町議会チャンネル」

ご利用ください  
� 「一般質問動画配信」  

後藤 香代里 議員 
　地域のつながりが希薄になる中、学校に行きづらい子供たちも、誰一人取り
残されることなく地域で教育の機会を得るために、自宅でも学校でもない第３
の居場所を創設してはどうでしょうか。

　今回、町内の小中学校を回ったところ、各学校から聞こえてきたのは、支援
員配置に対する感謝の言葉でした。現場の先生方が、よりきめ細かい対応を行
い、孤立する子どもたちに寄り添うためには、来年度以降も同程度以上の支援
員の配置が必要だと考えますが、教育長の考えを伺います。

問1-1

問1-2

困り感や孤立感を感じている児童生徒や家族につ
いて、適切な援助ができるよう、個々に応じた複数
の対応チャンネルがあります。現状の居場所の役割
や特徴を生かしつつ、それぞれの居場所で子ども
に寄り添えるよう、ご指摘の考え方を踏まえつつ、�
今後必要に応じて検討していきます。

答1-1

来年度についても、八百津町独自の予算による�
支援員配置は引き続き行っていくつもりです。

答1-2

（社本教育長）

（社本教育長）
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①�栄養教諭を中心に「心のこもった給食づくり」を目指し、安心安全に
努め学校給食を提供しています。成長期に必要な栄養量を確保し、薄
味に心がけ、日本の食文化を学ぶ機会も取り入れ、質・量を落とすこ
となく提供しています。
②�保護者負担分は、小学生２６０円、中学生２９０円を維持し、高騰分
は町費で補っていきます。
③�保護者負担分については、現状維持を保つ方向でこれ以上の給食費に
対しての支援や補助の創設については考えていません。

後藤 一夫 議員 
　現在、エネルギーや食料品等が高騰していますが、今後の学校給食の大きな
問題になると懸念されます。そこで３点伺います。
①学校給食の質や量は維持されていますか。
②�今後の食材料の高騰は、給食費の値上げにつながると考えますが、その点は
いかがですか。
③ �10 月臨時会で、子育て家庭に対し物価高騰への家計負担の支援予算が打ち
出されましたが、給食費も支援や補助をしてはどうか伺います。

問

答 （赤塚教育課長）

防災センターを含む役場本庁及び各出張所の男性用トイレ内にサニタ
リーボックスの設置はありません。しかしながら、訪れた方が安心して
利用できる、多様性に配慮した対応が必要であると考えています。
役場１階のトイレの改修後には多機能トイレ内及び男性用トイレ内個
室にサニタリーボックスを１個ずつ設置する予定です。今後は、施設の
実情や利用状況などをみながら、防災センターを含めた本庁舎の各階、
出張所への設置を検討していきます。

赤塚 孝博 議員 
　病気の後遺症や加齢から尿失禁や頻尿のため、紙おむつや尿漏れパッドを使
用して外出される方が増えており、一部の自治体や商業施設では男性用トイレ
の個室にサニタリーボックスを設置する動きが広がっています。役場本庁や出
張所等の男性用トイレ個室におけるサニタリーボックスの設置状況と今後の取
組みについて伺います。

問1-1

答1-1

　町施設でサニタリーボックスを設置済みの場所について、周知の方法をどの
ようにするか伺います。

問1-2

町ホームページの「施設情報」で掲載するとともに、各施設で利用者
に分かりやすい案内表示に努め、利用しやすい環境を整えます。

答1-2

（奥村総務課長）

（奥村総務課長）
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林 俊宏 議員 
　老朽化した空き家は倒壊等による危険性や交通に支障をきたす恐れがありま
す。今年度より始まった老朽危険空家等除却事業補助金の利用条件と利用状況
について伺います。

問1-1

　空き家の解体後の固定資産税を心配し、老朽危険空き家の解体を悩まれる方
もあります。固定資産税の賦課はどうなるのか伺います。

　通学路に隣接する老朽危険空き家の対応について、どのような指導や連携を
図っているのか伺います。

問1-2

問1-3

この事業の対象は、町内に存する老朽危険空き家等であることなど条件があります。詳しくは、「広
報やおつ」４月号でお知らせしています。補助金額は、対象工事に要する費用に３分の１を乗じて
得た額で、補助限度額は３０万円です。現在の利用状況は、３件の交付申請を受け付けています。

登下校に対して担任の先生による子どもたちへの指導や通学路の巡回を行っています。安全推
進協議会で通学路の危険個所の確認や検討を行っている学校もあります。万が一の場合は、子ども
110番の家や地域の方に援助を求めるといった指導も行っています。

家屋を取り壊した場合、次年度の固定資産税の家屋分は、課税がなくなります。一方、土地は、
住宅用地の場合 200㎡までの課税標準額を６分の１に、200㎡を超える部分は３分の１とする特
例措置があるので、取り壊される家屋が住宅の場合、特例措置がなくなり、最大で６倍高くなると
いうこともあります。

答1-1

答1-3

答1-2

（中嶋建設課長）

（赤塚教育課長）

（山田町民課長）

舘林 久宜 議員 
　本年９月国連の障害者権利委員会は日本政府に対し「インクルーシブ教育の
権利を保障すべき」と勧告しました。人道のまち八百津を掲げる当町として、
多様な子どもたちの教育を受ける権利を地域の学校で保障するために、教育シ
ステムを改革していくプロセスであるインクルーシブ教育を推進してはどうか
伺います。

　町内の小中学校の統合後の学校運営について、ぜひインクルーシブな考え方
で行っていくことが望ましいと思うが、教育長の考えを伺います。

問1-1

問1-2

９月９日の国連が公表した内容は、国レベルでの検討が必要であると思います。インクルーシブ
教育の取組みは、国の制度に沿って行うこととなります。町としては、特別支援教育のゴールを「今」
ではなく、「将来の自立」に置き、一人一人に応じた教育を推進することを目指しています。また、
インクルーシブ教育の視点に立ち、個々のニーズに応じた組織的な指導、個々の能力や特性を発揮
できる主体的な活動、互いの違いを尊重し、認め合う「ともに学ぶ」体制、関係機関と連携した支
援体制等を大切にしたいと考え、実施しています。

答1-1 （社本教育長）

次ページへ続く
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同じ空間にいることがインクルーシブ教育と思って
いません。学びながら子供たちが将来のために成長で
きることを念頭に、インクルーシブ教育の未来を考え
ていく必要があると思います。学校の統合は近未来で
すので、その近未来の中で何ができるかということは、
色々考えていかなければなりません。子ども達の実態
をしっかり捉えて、実態に即した取組みが大切である
と思います。現行の制度の中で、子ども達が自立でき
るように、未来と理想と現実を見ながら、必要なこと
は新しい学校に取り入れていく、インクルージョンの
考え方を心がけたいと思います。

答1-2 （社本教育長）

安藤 峰行 議員 

　Jアラートの発令情報の種類と実際の情報のアナウンスがどのように伝達さ
れるか伺います。問1-1

　弾道ミサイル攻撃情報が発令された場合、どのようなメッセージが流れ、�
私たちはどのように行動したらよいか伺います。

　高校生が帰宅する夕方の時間帯は、ドライバーから認知しづらい状況の中、
交通事故のリスクが高いと危惧しています。夕方や夜間の自転車走行に係る事
故防止の取組みについて伺います。

問1-2

問2-1

J アラートの発令情報の種類は、弾道ミサイル情報
など「国民保護に関する情報」、緊急地震速報など「地
震に関する情報」、土砂災害警戒情報など「気象に関
する情報」があります。町がこの情報を受けますと、
防災行政無線の屋外拡声器による音声案内とやおつー
しんのタブレットによる文字案内と大音量でのサイレ
ンなどの警告音、その後メッセージが流れます。また、
携帯電話からも同様に情報伝達されます。

答1-1 （平井防災安全室長）

舘林 久宜 議員 

また、就学校の判定をする教育支援委員会で、医師
会の代表や中濃子ども相談センターの判定係長の方な
どの複数の目による専門部会の判定を基に、保護者と
協議を重ね、一人一人の実態に応じた学びの場を選択
いただいており、今後も継続していきたいと考えてい�
ます。

次ページへ続く
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弾道ミサイルの時は、サイレン吹鳴後、「ミサイル発射。ミサイル発射。○○
からミサイルが発射された模様です。建物の中、又は地下に避難してください。」
というメッセージが流れます。屋外にいる場合、近くの建物でできれば頑丈な建
物や地下に避難をお願いします。近くに適当な建物がない場合、物陰に身を隠す
か地面に伏せ、頭部を守ってください。屋内にいる場合は、より頑丈な建物や地
下へ避難いただくか、できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動をお
願いします。爆風や破片などから身を守るための避難行動をお願いします。

交通事故が起こりやすい時間帯は、１７時から１９時の間です。高校生は、各
校において自転車の正しい乗り方や点検整備方法、基本的なマナーなど交通安全
教育を実施しています。夕方や夜間における自転車走行の事故防止については、
繰り返し、危険性を認識・理解していただくとともに反射板の装着、早めのライ
ト点灯、スピードの減速の徹底とヘルメットの着用も含め、県教育委員会や学校、
関係機関と連携しながら呼びかけを行っていきたいと考えています。

答1-2

答2-1

（平井防災安全室長）

（平井防災安全室長）

小中学校教育の方針と重点では、基本的人権を尊重する心を育てるため、「人権教育」を杉原千畝氏の人道精神を核
とした人道教育と呼んでいます。特に６年生は、まとめの一つとして、「人権創作劇」を上映しています。学びの中で、
子どもたちは歴史背景の理解を進め、当時の人々の気持ちを自分たちなりに解釈して劇を作っています。また、参観者
に、より理解していただくためのパンフレットや掲示物を作成するなど、発信の方法も工夫しています。和知小学校で
は、「パッテロースピリッツ」と名を打ち、児童同士がパッテロースピリッ
ツカードを通じて仲間や周りの人の笑顔のために頑張ったこと、その時
の気持ち、自分の成長を記録しています。八百津中学校では、生徒会が
主体となり、いじめのない学校宣言として、安全安心に過ごせる環境に
する学活を継続して取り組んでいます。東部中学校では、杉原氏の生き
方を学ぶ教育活動、宿泊活動を実施しています。
今後の取組みの継承として、記念館の見学プログラムの作成と充実、
関連行事への参加、杉原氏の学びを計画的に取り入れたカリキュラムの
作成の助言と支援、人道創作劇の支援を継続して行っていきます。

山田 勉 議員 
　町内小中学校における、長年にわたる杉原千畝氏の人道精神を核とした思い
やりの心を中心とする人権教育の具体的な取組み内容と、今後、どのように人
権教育の取組みを継承していく考えか伺います。

問

答 （赤塚教育課長）

安藤 峰行 議員 
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［10月］�
	 1日	 ○八百津ストリートフェスティバル
	 2日	 〇福地そばの会10周年記念花見会
	 3日	 ○�固定資産評価審査委員会委員辞令�

交付式
		  〇笠松町議会行政視察
	 4日	 〇�岐阜県町村議会議長会定期総会�

町村議会正副議長研修会
	15日	 ○環境フェア2022
	20日	 ○議会運営委員会
		  〇議会全員協議会
		  〇第5回八百津町議会臨時会
		  〇建設文教常任委員会
		  〇総務民生常任委員会
		  〇議会議員勉強会
		  〇議会だより編集委員会
	21日	 〇�加藤岐阜県副議長との意見交換会
	25日	 ※例月出納検査
	26日	 ※定例監査
［11月］�
	 1日	 〇新丸山発電所改良工事（起工式）
		  〇可茂町村議会議長会
	 2日	 〇議会だより編集委員会
	 6日	 〇南知多町産業まつり
	 9日~10日
		  〇町村議会議長会全国大会
	11日	 〇可茂地域市町村議会議員研修会
	12日~13日
		  〇八百津町産業文化祭
	16日	 〇北海道登別市議会行政視察
	23日	 〇政権与党国会議員との意見交換会
	25日	 ※例月出納検査
	27日	 〇岐阜県青少年健全育成県民大会
	28日	 ※随時監査
	30日	 〇議会運営委員会
		  〇議会全員協議会
		  〇第6回八百津町議会臨時会
		  〇総務民生常任委員会
［12月］�
	 1日	 〇岐阜県町村議会議長会評議員会
	 6日	 〇議会運営委員会
	 9日	 〇議会全員協議会
		  〇第7回議会定例会開会
	13日	 〇建設文教常任委員会
	14日	 〇総務民生常任委員会
	16日	 〇議会全員協議会
		  〇第7回議会定例会閉会
	19日	 〇MAXHUB操作説明会
	23日	 〇名鉄広見線活性化協議会
	26日	 ※例月出納検査
		  〇可茂地域一部事務組合議会定例会

議
会
日
誌
（
令
和
４
年
10
月
か
ら
12
月
）

議会だより 2 月号編集委員会

　令和４年９月２２日に加藤大博岐阜県議会
副議長が八百津町議会を訪問されました。加
藤良治町議長から八百津町の懸案事項を説明
し、要望書を手渡しました。

加藤大博岐阜県議会副議長が
八百津町議会を訪問されました。

　町民の皆さんからの意見を、今後の議会�
運営に反映させるため、意見箱は役場�
本庁、各出張所に設置しています。議会に
対する様々な声をお聞かせください。

意見箱意見箱のの設置設置


